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修士論文要旨
ストレスフルなイベントに起因するポジティブな変化に関する検討
Astudyofpositivechangeasaresultofstressfulevents
高安
【問題と目的】
これまで、ストレス研究においては、主にネガティブな
反応に焦点があてられてきたが、近年ポジティブな変化も
注目されつつある。ポジティブな変化に影響する要因とし
て、これまでソーシャルサポートやコービング（例えば、
Park。ta1．、1996、Armelieta1．、2001）などが検討
されてきたが、わが国における実証的研究は少なく、尺度
の開発も十分であるとはいえない。そこで本研究では、ス
トレスフルなイベントに起因するポジティブな変化を測定
する尺度を作成し、その変化に影響を及ぼす要因を検討す
ることを目的とする。
【研究1】
（1）予備調査
日的：自由記述による質問紙調査を行い、尺度の原項目を
作成することを目的とする。
対象：大学生182名（男性93名、女性89名）を対象とした。
平均年齢は21．9歳（SD6．0）であった。
方法：つらい出来事をきっかけにポジティブな変化をした
ことがあったか尋ね、「あった」と答えた者にその内容を自
由記述で回答させた。・
結果：「あった」と答えたものは123名（67．6％）であった。
自由記述から抽出されたポジティブな変化に関係があると
考えられる190の文と　Revised Stress－Related Growth
Scale（Armelieta1．、2001）の項目43項目を邦訳した文
との計233項目を整理し表現を修正して53項目の原項目を
作成した。
（2）ヰ調査
日的：ストレスフルなイベントに起因するポジティブな変
化を測定する尺度を作成し、信頼性と妥当性を検討するこ
とを目的とする。
対象：私立大学生252名（男性90名、女性162名）を対象と
した。平均年齢は20．3歳（SD2．4）であった。
方法：ストレスフルな出来事の記述を求め、何ヶ月前に起
こったかとそのつらさを回答させた。記述された出来事の
後の変化として、予備調査で得られた項目に対し3件で回
答を求めた。妥当性の検討に日本語版ペック絶望感尺度を
用いた。
結果と考察：回答に偏りのあった1項貫を除き、残りの項
目に対して主因子法プロマックス回転による因子分析を実
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施した結果、2因子36項目が抽出された。G－P分析を行っ
たところ全ての項目で上位群の方が有意に得点が高かった。
α係数を算出し信頼性を確認した。第1因子は「自分自身
における変化」、第2因子は「対人関係における変化」とし
た。絶望感尺度と有意な負の相関（r＝・0．27）が示された。
【研究2】
目的：ポジティブな変化に影響を及ぼす要因を検討するこ
とを目的とする。
対象：研究の趣旨に賛同し同意書を提出した大学生および
成人111名（男性44名、女性67名）を対象とした。平均年
齢は37．8歳（SD16．3）であった。
方法：3ケ月の期間をおき2回の調査を行った。調査内容
は、①研究1で作成した尺度（PositiveChange尺度）、②
コービング尺度、③ソーシャルサポート尺度、④日本語版
SOCスケール、⑤日本版GHQ28精神健康調査票であった。
結果と考察：①調査1、調査2ともにPositiveChange尺
度の得点において性差はみられなかった。②positive
Change尺度合計得点を日的変数とし重回帰分析を行った
ところ、調査1では、年齢、問題焦点型コービング、情動
焦点型コービング、有意味感がポジティブな変化に影響を
及ぼし、調査2では年齢、経過期間、問題焦点型コービン
グ、情動焦点型コービング、ソーシャルサポートがポジテ
ィブな変化に影響を及ぼすことが示唆された。③調査2の
Positive Change尺度の合計得点を目的変数にし、調査1
のPositiveChange尺度の各因子得点も含めて重回帰分析
を行ったところ、経過期間、情動焦点塑コービング、ソー
シャルサポート、調査1の対人関係における変化の影響が
示唆された。④socが比較的安定するとされる35歳を境に
2群を設け、SOC　スケールの得点を日的変数、Positive
Change尺度各因子の調査1および調査2の総計を説明変
数 して重回帰分析を行った結果、35歳未満では自分自身
における変化の総量が有意味感に影響を及ぼしていること
が示唆された。
【総合考察】
ポジティブな変化を測定する尺度を作成し、その尺度が
妥当性と信頼性を有することを確認した。年齢、経過期間、
問題焦点塑コービング、情動焦点型コービング、ソーシャ
ルサポート、有意味感がポジティブな変化に影響を及ぼす
ことが示唆された。
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